
罐

鶴

鷲

，替

い

幾

協
【
写
真
提
供
】

右
上
＝
布
川
　
雄
幸
氏

右
中
＝
南
相
馬
市
博
物
館

右
下
＝
青
葉
幼
稚
園

左
上
＝
松
永
　
邦
彦
氏

左
中
＝
遠
藤
喜
美
男
氏

左
下
Ｈ
布
川
　
雄
幸
氏

露
「
旧
町
村
史
」
の
頒
布
価
格
　
五
〇
〇
〇
円

嵐
お
申
込
み
方
法
、

お
問
い
合
わ
せ
、

特
典

に
つ
い
て
は
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



プ
回
ロ
ー
グ
　
「旧
町
村
史
」
編
纂
の
姿
勢
と
旧
町
村
前
史

「旧
町
村
史
」

（
の
取
り
組

み
／

旧
町
村
前
史

第

一
章
　
「街
」
を
希
求
し
た
マ
チ
ー
原
　
町
―

第

一
節
　
公
的
施
設
と
都
市
志
向
―
行
政
と
公
的
施
設
―

暮
ら

し
を
支

え
る
公
的
施
設
／
都
市

化
を
支

え

る
公
的
施
設
／
空
迪

と
通
信

　

　

”
一ス

／
新

口
川
流
成

に
生
れ
た
駅
弁

「往

か
し
」

第
二
節
　
地
域
経
済
の
柱
―
産
業
―

語
産
業

と
そ

の
概
観
／

原
町
紡
織
株
式
会
社
／

布
川
純

原
町
製
糸

所

／
松
永

一
円
／
企
融
／
旅
館
業
、

料
亭
、

花
柳
界
な
ど
／
劇
場

，映
画
鯨

ヨ
玄

／
原
窃

欽
え
孜

も
凍

町

の
町
立

み
と
走
禁

物

第
二
節
　
苦
楽
あ
ふ
れ
る
暮
ら
し
―
社
会
の
で
き
ご
と
―

市
制
施
行

（
の
意
識

と
米
騒
動
／
保
健
と
衛

生
／
れ

か
ら

の
め
ぐ
み

／
戦
争
体
験

の
記
録
　
　

車
一ヱ

／

折

う

か

ら

医
秦

へ
―

種

乏

の
率

ベ
ー

・
ド

ン
ボ

の
友

し

・
戦
争

に
よ

っ
て
央

え
ら
れ
た
弁
伝

第
四
節
　
地
域
中
心
校
の
群
像
―
教
育
―

原

町
に
お
け
る
明
治
初
年

の
教
育
／

原
町

に
お
け
る
初
等
教
育
機

関

の
あ
ゆ
み
／
戦
後
六

・
三

・
三
制

の
開
始
／
掟

葉
教
育

を
中
心
と
し

た
柿

村
教
育

・
中
牛
教
育
機
関

の
拡
充
／
幼

椎

図

・
保
育
所
／
社
会

教
育

／
教
育

雰
！ｉｔ
会

第
五
節
　
「街
」
の
社
、
「衛
」
の
寺
―
社
寺
―

原

町

の
神

社

／

原

町

の
キ

院

第
二
章
　
環
境
を
活
か
し
て
暮
ら
す
―
高
平
村
―

第

一
節
　
村
治
の
流
れ
と
諸
施
設
―
行
政
と
公
的
施
設
―

高
平
村

の
誕
生
―

脇
木

・
高

野

・
速
藤
村

長
時
代
１

／
村
長

選
挙
と

そ

の
渡
紋
―

十

四

も
鈴
木
村
長
時
代
１

／
混

乱

か
ら
安
定

へ
―

村

田

村

氏
時
代
１

／
戦
争

か
ら
平
和

（
―

紺

野

・
伏

児

・
木
幡
村
長
時
代

―

皆
祭

・
消
防

・
郵
使

，
そ

の
他

ヨ
ヱ

／
農

地
夜
キ

の
走
長

二
解
次

さ
せ
ら
れ
た
側
」
の
礼
点

か
ら

１

第
二
節
　
さ
ま
ざ
ま
な
な
り
わ
い
―
産
業
―

農
業

と
に
業
組
合
／
吉
産
業
と
動
物
的
育

／
養

蚕
業

と
話
事
／

近
海

漁
業

と
作
漁
、

製
塩
／
商

工
ｋ

　

「
十二

／

岳
千
村

の
長

島
峰

「物
几

ｈ
」

第
二
節
　
地
域
振
興
と
人
び
と
の
暮
ら
し
―
社
会
の
で
き
ご
と
―

高

平
村

に
生
き

る
／
災
キ
と
建
設
／
銃
後

の
暮
ら

し
／

昭
和

の
社
会

と
文
化

第

四

節

　

「
種
徳
」

に

つ
ら
ぬ
か
れ
た
教
え
と
学
び

の
世
界
―

教
育
―

小
学
校

の
あ
ゆ
み
／
高

平
中
学
校

の
誕
生
／
補

習
教
育

・
青
年
教
育

機

関
／
社
会
教
育
／
教
育
委
員
会

Ｔ
ス

／
林
永

汀
―

来

の
な
ざ
さ

に
育

ま
れ
し
箕

刻
家
―

第
五
節
　
地
域
を
担
う
神
社
と
寺
院
―
社
寺
―

高

平
村

の
神
社
／
高

平
村

の
仏
士

第
三
章
　
「相
馬
」
の
誇
り
を
意
識
し
た
村
丁
太
田
村
―

第

一
節
　
太
田
村
案
内
―
行
政
と
公
的
施
設
―

村

況
と
村
役
場
／
警
祭

と
消
防
／

駅

・
原

町
競

馬

・
郵
使
用

・
保
俊

衛
生
／
村
有
林
と
大

田
財
産

区

第
二
節
　
川

・
道

・
駅
を
上
手
に
活
か
す
―
産
業
―

産
業
の
概
観
と
各
種
組
合
／
太
田
村
の
た
物
／
耕
地
雑
理
と
大
口
川

治
水
／
尚

工
業

室
召
呈
印

　

教
化
村
運
動
と
部
藩
報
徳
社

の
結
成
―

社
会

の
で
き

ご
と
―

昭
和
恐
慌

か
ら

の
脱
出
を

目
指

し

て
／
運
動

の
母
体
／
部
落
報
徳
社

の
結
成
―

部
溶
常
会

の
定
着
１

／

運
動

の
実
際
―

疲
弊
脱
出

の
道

の

り
１

／

戦
時
中

の
常
会
／
戦
後

の
常
会
―

教
化
村
運
動

の
終
ｔ
ｌ

ゼ
又

／

明
治
時
代

の
ま
ぼ
ろ
し

の

「野
馬

主
」

第
四
節
　
報
徳
教
育
と
青
年
回
の
先
進
地
―
教
育
―

大
田
小
学
校
の
あ
ゆ
み
／
大
田
中
学
校
の
あ
ゆ
み
／
補
＝
教
育
・
肯

年
期
教
育
／
社
会
教
育

の
あ
ゆ

み
／
教
育
委
員
会

ョ
ニ

／
満
実

閉
拓
幸

夕
千
義

身
軍
―

満
川

へ
友

っ
た
少
午

た
ら
―

第
五
節
　
歴
史
を
支
え，
た
神
社
と
寺
院
「
社
寺
―

太

田
村

の
神
社
／
岩
屋
寺

と
相

馬
家

第
四
章
　
農
漁
村
の
多
彩
な
生
活
―
大
葉
村
―

第

一
節
　
近
代
大
姿
の
あ
ゆ
み
―
行
政
と
公
的
施
設
―

大
甕
村

の
誕
生
と

発
展
／
政

争

に
ゆ

れ

る
大
甕

村

―

大

正

か
ら

昭

和
初
期

の
村
政
１

／
大
養

村

の
戦
時
行
政
／
大
養
村

の
戦
後
／

駐

在

所

・
郵
便
局

の
あ
ゆ
み
／

消
防
団

の
あ
ゆ
み

　

　

コ
一ス

／
使
長

主
路

第
二
節
　
海
と
地
形
の
め
ぐ
み
―
産
業
―

大
甕
村

の
近
海
漁
業
と
製
塩
／
商
草

の
栽
培
と
菌
草
加

工
品
／
大
養

苗
圃
と
条
高
化
産

　

　

コ
一云

／

地
曳

鯛

一
人
拷
リ
ー

小
人

の
場
合
―

第
二
節
　
苦
難
を
乗
り
越
え
た
団
結
カ
ー
社
会
の
で
き
ご
と
―

水
と

の
戦

い
―

大

変

村

の
治

水
事

業
１

／

鉄
道

が

通

る
村

―

敗
設

と
火
災
１

／
激
動

の
昭
和
戦
前

期

第
四
節
　
受
け
継
が
れ
た
地
域
教
育
―
教
育
―

大
篭
村

に
お
け
る
小
学
校
教
育

の
あ
ゆ
み
／
大
空
中
学
校

の
設
置
／

補
習
教
育

・青
年
教
育

機
関
／
幼
児
教
育

と
社
会
教
育
／
教
育
委
員
会

第
五
節
　
大
養
村
の
原
点
―
社
寺
―

大
甕

村

の
諸
仕
／

医
徳
寺
、

円
明
院
、

小
沢
虚
空
蔵
生

第
五
章
　
山
の
恵
み
と
と
も
に
歩
ん
だ
広
大
な
村
―
石
神
村
―

第

一
節
　
村
を
維
持
す
る
施
設
―
役
場
と
公
共
施
設
―

村
域

の
範
囲
と

石
神
村

誕
生
前
夜
／

石
神
村

の
公
共
施
設
／
村

を
ま

も
り
、

情
報
を

つ
な
ぐ
施

設
／
行
き
来

の
た
め

の
施

設

や
機
関

〓
ヱ

／

上
街
主

の
ホ
家

に
伝
わ

る

「
払
主
」

の
書

第
二
節
　
阿
武
隈
の
山
に
生
き
る
―
産
業
―

石
神
村

の
産
業
と
そ
の
背
共
／

１１１
や
森
林

か
ら

の
忠
み
／
副
ｋ

の
■
人

第
二
節
　
困
難
に
立
ち
向
か
う
人
び
と
―
社
会
の
で
き
ご
と
―

災
十

と
怖
え
／
経
済
更
■
村

の
桁
定
と
推
杉
／
瀧
松

州
水
を

め
ぐ

つ

て
十

人

１１１
川

の
任
部

拒
と
鉄

―――
湘
池
１

／
１
作

サ
原

の
開
在
と
利
用

／

「戦
争

」
と

い
う
体
破

　

　

「
一工

／

ブ

ラ
ブ

ル
杉
氏

第
四
節
　
教
育
熱
に
支
え
ら
れ
た

一
村
二
校
―
教
育
―

明
治
初
別

の
初
午
教
育
／

イ‐
仲
村

の
成
立
と
小
■
校
／
術
＝
教
育

・中

や
教
育
機
関

の
歩

み
／
幼
碓
凶
・保
市
所
／
仕
公
教
荷
／
教
市
委
Ｌ
公

第
五
節
　
亨を
し
ろ
を
支
え
た
神
社
と
寺
院
―
社
寺
―

イ‐
仲

村

の
仲

付

／

有
イ‐―‐
村

の
■

此

エ
ピ
ロ
ー
グ
　
原
町
市
へ
の
道

・
残
さ
れ
た
課
題

は

じ

め

に

／

戦

後

改

■

か

ら

原

町
市

の
誕

仕

ま

で

／

代

さ

れ

た

洪

題

／
お

わ

的

に

資
料
／
旧
町
村
長

・
議
員

一
覧
、

戦
没
者

一
覧

　
‘

Ａ
型
凶

　

原
町
地
区
商
店
街
地
図
―

昭
和
卜
午
・地
図
で
地
る
い

の
は
ら
■
ち
―


